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１．会社概要

２００４年９月１７日 All right reserved,copyright JASTEC

• 会社創立 1971年

• 資本金 １３億７,６０５万円

• 売上 １０７．２億円 （２００３年11月期）

• 社員数 約１０００名

• 事業内容 システムの調査、分析、設計、開発および販売

• 東証一部上場 ２００３年５月

• 認定 ・達成 「ＣＭＭＩレベル５」達成 （２００３年１０月）

「プライバシーマーク」使用の認証取得（1998年 ＪＩＳＡ認
定）

「品質保証規格ＩＳＯ９００１」認証取得（1996年 JQA認定）
「高度ソフトウェア／サービス登録企業」（1993年 ＩＰＡ認

定） 「システムインテグレータ企業」（1990年 通商産業省認定）

• ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.jastec.co.jp/



２．なぜ、製品検査が必要なのか

当事者のみの品質保証活動だけでは、客観性に乏しい

会社として出荷製品の
品質を保証することが必要
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３．「製品検査体制」確立までの課題
ー受託開発を主体としたソフトウエアハウスにおける課題ー

（１）業務内容、開発基盤、開発モデルの多様性

業務内容 ・・・・・・・・ 金融系／通信系／流通系・・・・・
開発基盤 ・・・・・・・・ ホスト系／分散系・・・・・
開発ﾓﾃﾞﾙ ・・・・・・・・ ウォータフォール／スパイラル／インクリメンタル・・・
開発規模 ・・・・・・・・ 大規模、小規模、保守案件

（２）検査対象物の特定

設計書、ソースプログラム、テストドキュメント、納品書類
・・・・・・・・ 顧客毎に名称及び記述標準が異なる

２００４年９月１７日 All right reserved,copyright JASTEC



（３）検査のタイミング

納品前 ・・・・・・・・・・・ 直前に検査して納期を守れるのか
開発フェーズ毎か ・・・・・・・・・・・ フェーズの初期／中間／完了

（４）検査員の確保

専任検査員 ・・・・・・ 費用対効果の観点から大量の専任検査員を確保
できるのか

兼任検査員 ・・・・・・ ある程度の検査品質を期待するのであれば
トレーニングと監視が必要

（５）検査項目の設定

分野毎に項目を設定 ・・・・・ 受注業務に合わせて項目を設定
できるのか

汎用の検査項目を設定 ・・・・・ 内容検査がどこまで期待できるか
書類検査か動作確認か ・・・・・ 費用対効果の評価が必要
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４．製品検査システムの概要

①出荷対象の全ての物件を検査対象とする。
検査合格が、出荷承認の必須条件。

（１）製品検査の検査方針

②サンプリングにより品質を判定する。
不具合を全て摘発することは、目指さない。

③低品質の製品を検出する。
低品質な製品には、共通的な特徴がある。

④様々な開発に共通的な不具合を摘発することを目指す。
システムに固有な不具合の摘発は、期待しない。
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（２）製品検査の全体像
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（３）製品検査の種類と検査内容

検査タイミングに
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（４）製品検査の運用
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検査計画作成
（検査日、検査員）

検査登録

（１ヶ月前） 製品検査ＤＢ

検査依頼

検査実施

合否判定

合格

不合格

再検査依頼
検査結果報告

プロジェクトﾁｰﾑ
検査課

差し戻し修正

合格証

専任検査員 ２名

兼任検査員 約８０名

検査件数 約１６００件／年

検査受付

是正処置
実施票

出荷

検査員は、被検査部署以外
の検査員をｱｻｲﾝ



（５）検査員品質の監視

検査員指摘密度の推移

検査員指摘密度(指摘数/工数)

１２月度 １月度 ２月度 ３月度 ４月度 ５月度 ６月度 ７月度 ８月度 ９月度 １０月度 １１月度

３４期

３３期

３３期（平均〔μ〕）

３３期（μ＋σ）

３３期（μ－σ）
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検査員別の指摘率分布

指摘率分布
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同一物件を新任検査員が検査した時の
指摘率の分布。
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（６）製品品質の監視と勧告

検査結果を集計・分析し、問題があれば、改善を勧告

報告書名 製品検査データ分析報告書
報告先 製造本部、品質保証推進室
報告時期 四半期毎
報告内容 指摘項目の月別推移

指摘率順の検査項目一覧
チーム別指摘率一覧 等々

報告書名 ソフトウエア製品出荷状況報告
報告先 取締役会
報告時期 月次
報告内容 月別検査合格率、不合格チーム名 等々
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５．製品検査の効用
最終検査の合格率推移

年度別合格率推移

２５期 ２６期 ２７期 ２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期

年度

合
格

率

兼任検査員へのアンケート結果から

①検査を通して自分が担当しているプロジェクトと他の分野のプロジェクト
との違いが分かるようになった。

②開発に際し、何を注意して作業する必要があるかが認識できるようになった。
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６．今後へ向けて

課題１ 記述水準検査の合格率向上

対策
・記述項目対応表作成要領の改訂
・記述項目対応表の作成指導

期待される効果
・記述漏れ、検討漏れが原因のバグ件数の減少
・生産性算出の基礎となる規模の基準を
均一化

課題２ プロセス検査の充実

対策
・出荷リスク検査の評点と出荷後の障害発生
傾向を分析し、検査項目へフィードバック

・開発完了報告書の内容検査を実施

期待される効果
・出荷後の障害件数の減少
・完了時の分析精度向上と改善件数の増加
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